
春の火災予防運動の一環として米子市消防団と米子・境港消防局との合同消防演習が3月14日に美保中学校周辺（大篠
津町）で行われました。
この訓練は春先の空気が乾燥する時季に、建物が密集した地区で火災が発生し、延焼拡大したことを想定したものです。
ポンプ車13台と小型動力ポンプ8台を使い、放水用ホースを100メートル以上つなぎ、ポンプ車を最大で5台中継し、消火
活動にあたりました。この日参加した250人の消防団員の皆さんは、きびきびとした動作で迅速かつ的確な対応ができる
ように訓練をしていました。

（写真：現場本部からの指示を受ける消防団員）



米
子
市
で
は
、
現
在
、
歳
入
の

面
で
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
で
市

税
収
入
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

反
対
に
歳
出
の
面
で
は
、
生
活

保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
の
増
加
に
加

え
、
災
害
復
興
に
借
り
た
お
金
の

返
済
な
ど
の
公
債
費
が
毎
年
度
伸

び
、
役
所
と
し
て
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
経
費
が
増
え
る
に
つ

れ
て
、
収
入
不
足
が
こ
こ
数
年
続

い
て
い
ま
す
。

加
え
て
こ
の
た
び
の
国
の
「
三

位
一
体
の
改
革
」
に
よ
っ
て
、
国
・

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
も
減
り
、
平

成
16
年
度
予
算
編
成
は
、
大
幅
な

財
源
不
足
の
中
で
取
り
組
ま
ざ
る

を
え
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
を
乗

り
切
る
た
め
、
平
成
16
年
度
を
「
財

政
建
て
直
し
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

行
政
・
財
政
の
全
般
に
つ
い
て
徹
底

し
た
費
用
対
効
果
を
検
証
し
ま
し

た
。平

成
16
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
最
近
の
社
会
経
済
情

勢
や
市
民
の
声
な
ど
を
十
分
に
反

映
さ
せ
な
が
ら
、
第
７
次
米
子
市

総
合
計
画
と
「
生
活
充
実
都
市
・

米
子
」
の
実
現
を
第
一
に
考
え
ま

し
た
。

そ
の
上
で
、
財
政
の
健
全
性
を

基
本
に
し
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予

算
と
し
て
い
く
た
め
、「
５
つ
の
重

点
政
策
課
題
」
を
決
め
、
子
育
て
、

福
祉
、
観
光
、
経
済
活
性
化
な
ど
、

現
在
の
課
題
に
か
な
っ
た
施
策
・

事
業
を
中
心
に
、
財
源
を
重
点
的

に
配
分
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

①
福
祉
・
少
子
高
齢
化
対
策

予
算
額
94
億
３
０
０
万
円

②
経
済
活
性
化
対
策

予
算
額
51
億
９
２
５
１
万
５
千
円

③
教
育
・
文
化
・
人
権

予
算
額
６
億
７
５
３
６
万
２
千
円

④
都
市
基
盤
の
整
備

予
算
額
25
億
１
０
４
８
万
１
千
円

⑤
市
民
参
画
と
市
政
の
改
革

予
算
額
35
億
７
２
６
８
万
３
千
円

歳
入
予
算
総
額
４
６
１
億
６
９
０

０
万
円
の
う
ち
、
自
主
財
源
は
２

５
１
億
８
４
０
５
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
約
６
億
３
１
０
０
万
円
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
商
工
業
振
興
資
金
を

前
年
度
実
績
見
込
額
を
考
慮
し
て
約

７
億
４
４
０
０
万
円
減
ら
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
貸
付
金
元
利
収
入
が

大
幅
に
減
少
し
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
三
位
一
体
改
革
の
影
響

に
よ
る
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
財

政
調
整
基
金
ほ
か
２
基
金
よ
り
総
額

５
億
円
を
取
り
崩
し
、
収
支
の
均

衡
を
図
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
依
存
財
源
の
総
額
は
、
２

０
９
億
８
４
９
４
万
円
で
前
年
度
比

12
・
８
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に

と
も
な
う
所
得
譲
与
税
や
株
式
等
譲

渡
所
得
割
交
付
金
、
配
当
割
交
付

金
が
新
た
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
増

収
と
な
る
一
方
で
、
市
の
借
入
金

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
約
30

億
６
８
０
０
万
円
減
っ
て
い
ま
す
。

次
に
歳
出
予
算
を
行
政
目
的
別
に

み
る
と
、
平
成
16
年
度
は
①
民
生

費
②
総
務
費
③
公
債
費
④
土
木
費
の

順
番
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費
は
、
支
給
対
象
児
童
の

拡
大
に
と
も
な
い
児
童
手
当
扶
助
事

業
が
約
１
億
８
９
０
０
万
円
増
額
と

な
っ
た
ほ
か
、
保
育
所
措
置
事
業

な
ど
各
扶
助
費
の
増
加
に
と
も
な

い
、
対
前
年
度
比
２
・
９
％
増
と

な
り
ま
し
た
。

総
務
費
で
は
、
職
員
の
人
件
費

削
減
な
ど
の
要
因
は
あ
る
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
衛
生
費
に
予
算
計
上
し

て
い
た
米
子
市
ほ
か
９
か
町
村
衛

生
施
設
組
合
負
担
金
に
つ
い
て
、
同

組
合
が
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
に

統
合
さ
れ
た
た
め
、
総
務
費
へ
計

上
し
た
ほ
か
、
市
町
村
合
併
に
と

も
な
う
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
、
戸

籍
事
務
の
電
算
化
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
比
７
・
０
％
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
特
殊
な
要

因
を
除
く
と
前
年
度
比
７
・
１
％
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
は
、
前
年
度
に

臨
時
的
に
支
出
し
た
大
山
山
麓
地
区

国
営
総
合
農
地
開
発
事
業
負
担
金
と

中
海
淡
水
化
事
業
中
止
に
と
も
な
い

国
営
中
海
土
地
改
良
事
業
費
負
担
金

が
無
く
な
っ
た
ほ
か
、
本
市
単
独

で
の
土
地
改
良
事
業
費
な
ど
が
減
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
年
度
比
17
・

８
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
工
費
は
、
商
工
業
振
興
資
金

貸
付
金
の
縮
減
に
と
も
な
い
、
前

年
度
比
12
・
９
％
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。土

木
費
は
、
堀
川
北
土
地
区
画

整
理
事
業
補
助
金
の
終
了
、
市
営

西
福
原
住
宅
建
替
事
業
と
準
用
河
川

水
貫
川
改
修
事
業
の
事
業
計
画
に
基

づ
き
事
業
費
が
減
額
と
な
っ
た
ほ

か
、
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
き
投

資
的
単
独
事
業
費
を
減
額
し
た
こ
と



に
よ
り
、
前
年
度
比
19
・
２
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
費
が
前
年
度
比
32
・
６
％

減
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
福
生

西
小
学
校
改
築
事
業
の
本
体
工
事
と

小
学
校
給
食
調
理
場
整
備
事
業
が
前

年
度
で
終
わ
っ
た
た
め
で
、
こ
の

要
因
を
除
く
と
対
前
年
度
比
２
・

９
％
減
っ
て
い
ま
す
。

公
債
費
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
県

西
部
地
震
の
復
興
対
策
と
し
て
借
入

れ
た
災
害
復
旧
事
業
債
等
の
償
還
開

始
に
よ
り
、
前
年
度
比
１
・
１
％

増
え
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
で
は
、
本
市
が
事
業

主
体
と
し
て
運
営
し
て
い
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
が
事
業
移

管
に
よ
り
平
成
15
年
度
で
廃
止
さ
れ

無
く
な
っ
た
ほ
か
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
が
、
管
渠
等
築
造
費
の

減
と
公
共
下
水
道
汚
泥
焼
却
灰
処
理

施
設
工
事
負
担
金
が
平
成
15
年
度
で

終
了
し
た
た
め
、
前
年
度
比
９
・

３
％
の
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
医

療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
な

ど
の
増
加
に
と
も
な
い
、
国
民
健

康
保
険
事
業
、
老
人
保
健
事
業
、
介

護
保
険
事
業
の
各
特
別
会
計
が
増
額

と
な
っ
た
結
果
、
特
別
会
計
全
体

の
予
算
は
、
対
前
年
度
比
２
・
８
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

米子市では、4月1日から機構の一部を改めました。
これは、生活排水対策の一元化や危機管理と少子化対策
事業の体制の充実などを目的として組織を整備するもので
す。
具体的な改正点は、次のとおりです。

［下水道部関係］
○経済部耕地課で行っていた農業集落排水業務と市民環境
部環境政策課で行っていた合併処理浄化槽補助金交付業
務を次のとおり下水道部へ一元化
・農業集落排水に係る分担金、施設使用料の賦課、徴収
→業務課（1 34－1301）

・農業集落排水事業の計画、合併処理浄化槽補助金の交付
→計画課（1 34－1301）

・農業集落排水施設の工事
→工務課（1 34－1301）

・農業集落排水施設の維持管理
→施設課（1 29－5004）
※一元化にともない経済部耕地課の集落排水係を廃止
し、下水道部工務課に集落排水係を新設しました。

［総務部関係］
○防災監を廃止し、総務課に「危機管理室」を新設
・危機管理室（1 23－5336～5337）
［福祉保健部関係］
○児童家庭課に「保育係」を新設
・保育係（1 23－5177）
［企画部関係］
○自治振興課を「市民参画課」に名称変更
・市民参画課（1 23－5370～5374）
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ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の

徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
等
の

評
価
結
果
を
適
切
な
取
捨
選
択
と
改

善
に
つ
な
げ
て
い
く
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
限
ら
れ

た
財
源
等
の
有
効
活
用
を
図
り
ま

す
。

○
市
民
へ
の
説
明
責
任
の
質
的
向
上

行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
透
明

性
の
確
保
の
一
環
と
し
て
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
成
果
等
の
評
価
結
果

を
指
標
を
付
し
て
公
表
し
、
市
民

へ
の
説
明
責
任
の
質
的
向
上
を
図
り

ま
す
。

○
職
員
の
意
識
改
革

成
果
重
視
の
行
政
運
営
を
行
う
た

め
に
は
、
職
員
個
々
の
意
識
も
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

制
度
へ
の
取
組
を
通
じ
て
、
職
員

の
意
識
改
革
を
図
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
よ
る
事
務
事
業
の

評
価
の
方
法
は
、
概
ね
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
評
価
主
体

市
の
各
課
が
所
定
の
評
価
表
を
作

成
し
て
１
次
評
価
を
行
い
、
庁
議

（
市
長
の
ほ
か
部
長
級
以
上
の
職
員

で
構
成
す
る
幹
部
会
議
）
で
２
次

評
価
を
行
い
ま
す
。

◇
評
価
対
象

最
終
的
に
は
市
が
翌
年
度
に
実
施

し
よ
う
と
す
る
事
務
事
業
の
す
べ

て
を
対
象
に
し
ま
す
が
、
当
面
は
、

一
部
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
評
価
を

行
い
、
毎
年
度
、
段
階
的
に
対
象

の
規
模
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

◇
評
価
内
容

評
価
は
、
左
の
表
の
と
お
り
４

つ
の
評
価
項
目
に
つ
い
て
所
定
の

評
価
基
準
に
基
づ
き
行
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
結
果
か
ら
今
後
の
方

向
性
な
ど
を
判
断
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
改
革
案
を
検
討
し
ま
す
。

◇
評
価
指
標

評
価
に
当
た
っ
て
は
、「
活
動
指

標
」
・
「
成
果
指
標
」
・
「
効
率
指

標
」
と
い
う
３
種
類
の
評
価
指
標

を
設
定
し
、
目
標
達
成
度
や
効
率

性
の
評
価
の
根
拠
と
す
る
な
ど
、
客

観
性
を
高
め
ま
す
。（
次
頁
の
表
を

参
照
）

こ
の
制
度
で
は
、
次
の
と
お
り

４
つ
の
目
的
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

○
成
果
重
視
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム

へ
の
変
革

こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
に
お
い

て
は
、「
ど
れ
だ
け
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
た
か
」
で
は
な
く
、

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
っ
て

ど
ん
な
成
果
が
あ
っ
た
か
」
を
重

視
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
成

果
等
を
評
価
す
る
仕
組
み
を
作
り
、

こ
れ
を
行
政
運
営
の
基
本
シ
ス
テ

ム
（
総
合
計
画
、
予
算
等
）
に
連

携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
成
果
重

視
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
へ
の
変

革
を
図
り
ま
す
。

○
限
ら
れ
た
財
源
等
の
有
効
活
用

引
き
続
き
、
コ
ス
ト
削
減
と
ス



評
価
に
当
た
っ
て
作
成
し
た
評

価
表
の
ほ
か
評
価
結
果
に
係
る
資
料

は
、
毎
年
度
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

及
び
市
企
画
課
窓
口
で
公
表
し
ま

す
。

平成16年度に行う予定の事務事業のうちから選定した184本について評価を実施しました。
そのうち昨年度に引き続く「継続事務事業」については173本ありましたが、評価の結果、これらの
事務事業の今後の方向性を、98本については「現状維持」が適当であり、75本については「見直し」が
必要であると判断しました。
また、これまで行っていなかった「新規事務事業」については11本ありましたが、7本については平
成16年度における「実施」が適当であり、4本については「再検討」が必要であると判断しました。
今後、この結果を、予算へ反映させ、また、事務事業の見直しにつなげていきます。

1



き
り
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

「
結
構
で
す
」、「
検
討
し
ま
す
」

な
ど
の
あ
や
ふ
や
な
意
思
表
示
を
せ

ず
に
、「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と

言
っ
て
電
話
を
切
っ
て
し
ま
い
ま

し
ょ
う
。

理
由
等
を
説
明
す
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。

●
も
し
一
方
的
に
送
ら
れ
て
き
た
ら

・
購
入
す
る
考
え
が
無
い
こ
と
を
明

確
に
書
面
で
意
思
表
示
し
ま
し
ょ

う
。

・
郵
便
物
を
開
封
せ
ず
、「
受
取
拒

否
」
の
付
箋
を
つ
け
て
返
送
し
ま

し
ょ
う
。

・
開
封
し
た
場
合
は
、「
内
容
を
確

認
し
ま
し
た
が
、
当
方
で
は
購

入
の
意
思
は
あ
り
ま
せ
ん
」
な

ど
、
購
入
の
意
思
が
無
い
こ
と
を

明
記
し
て
返
送
し
ま
し
ょ
う
。

●
も
し
一
方
的
に
料
金
を
請
求
さ
れ

て
き
た
ら

・
面
接
に
よ
る
こ
と
な
く
郵
送
等
の

方
法
で
、
注
文
し
て
い
な
い
商
品

と
共
に
振
込
み
用
紙
を
送
り
付

け
、
勝
手
に
購
入
意
思
が
あ
る
も

の
と
し
て
代
金
を
請
求
す
る
商
法

を
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
」

と
い
い
、
訪
問
販
売
等
に
関
す
る

最
近
、
電
話
で
同
和
問
題
に
関
す

る
高
額
な
書
籍
等
を
売
り
つ
け
る
と

い
う
行
為
が
市
内
で
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
企
業
や

行
政
機
関
、
個
人
な
ど
へ
圧
力
を
か

け
、
高
額
な
書
籍
や
ビ
デ
オ
を
売

り
つ
け
る
こ
と
は
、
不
法
・
不
当

な
販
売
行
為
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
あ
た
か

も
同
和
問
題
の
解
決
の
た
め
の
運
動

で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て

行
わ
れ
て
お
り
、
同
和
地
区
の
人
達

や
、
同
和
問
題
の
解
決
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
に
対
す
る
市
民

の
イ
メ
ー
ジ
を
損
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
和
問
題
に
関
す
る
誤
っ

た
意
識
を
植
え
付
け
、
差
別
意
識
や

偏
見
を
助
長
し
、
新
た
な
差
別
を
生

み
出
す
原
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
の
解
決
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
る
団
体
は
、
高
額
な
書
籍

等
を
一
方
的
に
売
り
つ
け
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
不
法
・

不
当
な
販
売
行
為
に
は
、
毅
然
と
し

た
態
度
で
購
入
し
な
い
意
思
を
は
っ

法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
購
入
を
承
諾
し
な

い
限
り
、
代
金
の
支
払
義
務
は
な

く
、
商
品
は
十
四
日
間
保
管
を
す

れ
ば
後
は
自
由
に
処
分
で
き
ま

す
。

・
「
一
定
期
間
内
に
返
事
又
は
返
送

が
な
け
れ
ば
承
諾
し
た
も
の
と

み
な
す
」
と
い
う
よ
う
な
文
言

は
無
効
で
す
。

・
不
当
な
因
縁
に
対
抗
で
き
る
措
置

と
し
て
は
、
内
容
証
明
付
郵
便
等

で
回
答
す
る
と
と
も
に
、
送
付

さ
れ
て
き
た
書
籍
等
を
配
達
証
明

付
郵
便
等
で
返
送
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

●
こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
は

普
段
か
ら
同
和
問
題
を
「
自
分
に

は
関
係
の
な
い
問
題
」
な
ど
と
他

人
事
と
せ
ず
、
自
分
の
問
題
と
し
て

捉
え
、
職
場
や
地
域
で
の
研
修
会
に

積
極
的
に
参
加
し
て
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
同
和
問
題
に
関
す
る
不
法
・
不
当

販
売
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

人
権
政
策
課（
1
23
―
5
2
5
1
）

法
務
局
米
子
支
局（
1
22
―
6
1
6
1
）

木山義喬（きやま よしたか）は、明治18年（1885）、日野郡日野町
根雨に生まれました。県立第二中学校（現米子東高）4年を修了後、
絵の勉強をするためアメリカに渡ります。ヨーロッパに渡った画家
とは異なり、アメリカに渡った芸術家たちは働きながら苦学しま
す。木山もその一人であり、その苦労話を漫画にした「漫画四人書
生」の原画は当館の収蔵品でもあります。数年前、この漫画がアメ
リカの漫画研究家の目にとまり、英語版で復刻され、次いで遺族の
手で日本語・英語併用の原画のままで復刻され、話題となりまし
た。漫画史・移民史の分野でも大変貴重なものです。特にデッサン
を得意とし評価された木山は、サンフランシスコ美術学校夜間部人
体教室では首席となります。サンフランシスコ美術協会展には油彩
画で入選を重ね、サンフランシスコに絵画研究所を開設するなど活
躍しました。昭和12年（1937）まで数度、往来しますが国情の変化の
ため渡米を断念。晩年は根雨高等女学校で教鞭を執るなどしていま
した。昭和26年（1951）没。
■問い合わせ 米子市美術館（1 34－2424）

木山義喬　作　「婦人胸像」
木炭・紙　制作年不詳　61.0×45.7（㎝）
米子市美術館　蔵
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◆
「
春
の
星
座
」
を
上
映
し
て
い

ま
す
。
解
説
員
と
い
っ
し
ょ
に

４
月
の
今
夜
の
星
空
を
散
歩
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
星
の
見
つ
け
方

や
星
座
物
語
を
楽
し
く
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

◆
月
と
一
番
星
の
出
会
い

22
日
（木）
午
後
7
時
30
分
〜
・
ど
な

た
で
も
可
・
20
人
・
10
日
か
ら
電
話

受
付
・
雨
曇
天
の
場
合
23
日
に
延
期

お
は
な
し
や
、
絵
本
の
世
界
へ

ど
う
ぞ
（
当
日
自
由
参
加
・
無
料
）

◆
え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た
の
へ
や

7
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
（水）

①
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
・
1
歳
未

満
児
と
そ
の
保
護
者
対
象
②
11
時
10

分
〜
11
時
40
分
・
1
歳
以
上
児
と
そ

の
保
護
者
対
象

土
日
祝日

平日
4／5まで

4／7から

◆
お
は
な
し
の
へ
や
（
共
催
・
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
火
曜
の
会
）

11
日
（日）
午
前
11
時
〜
11
時
30
分
は

『
か
く
れ
ん
ぼ
し
ま
し
ょ
』
ほ
か
、

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
10
分
は
『
に

ん
じ
ん
ロ
ケ
ッ
ト
』
ほ
か
の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。

◆
子
ど
も
の
本
を
楽
し
む
会

12
日
（月）
午
後
2
時
〜
4
時
・
テ
ー

マ
「
緑
」
の
本
に
つ
い
て
紹
介
し

合
い
ま
す
。

◆
大
人
が
楽
し
む
お
は
な
し
会

21
日
（水）
午
後
2
時
〜
4
時
・
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
交
流
会
・
大

人
対
象

◆
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会

24
日
（土）
午
後
2
時
15
分
〜
3
時
15

分
「
と
り
の
み
じ
い
」
ほ
か
の
お

は
な
し
や
絵
本
、
手
遊
び
な
ど
・

幼
児
〜
大
人
対
象

※
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
児
童
図
書
室
に
あ
る

本
が
探
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://www.yonago-city.jp/jibun/

◆
自
由
工
作
コ
ー
ナ
ー

16
日
ま
で
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
パ
ズ

ル
」、
17
日
か
ら
「
ミ
ニ
こ
い
の
ぼ

り
」
が
作
れ
ま
す
。

◆
ア
ニ
メ
の
ス
テ
ン
シ
ル

か
ば
ん
に
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
ス
テ
ン
シ
ル
し
よ
う

（
ス
テ
ン
シ
ル
サ
ー
ク
ル
指
導
）

19
日
（月）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
12

時
30
分
・
材
料
代
5
0
0
円
、
10

日
か
ら
電
話
受
付
・
大
人
20
人

◆
木
の
お
も
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
初
心
者

の
日
（
も
く
も
く
指
導
）

28
日
（水）
午
前
10
時
〜
正
午
・
材
料

代
4
0
0
円
・
大
人
14
人
・
17
日
か

ら
電
話
受
付
・
木
の
お
も
ち
ゃ
を

作
り
ま
す
。

◆
春
の
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
大
会

4
月
24
日
（土）
〜
5
月
5
日
（水）
「
こ

い
の
ぼ
り
・
の
ぼ
り
人
形
作
り
」

「
と
ん
と
ん
工
作
」「
色
＊
い
ろ
創

ろ
う
」
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
開
館
時
間
は
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
5
時
。
電
話
受
付
（
34
―
5
4

5
5
）
は
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
。
4
月
・
5
月
の
休
館
日
は
、

4
月
6
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日
、

30
日
、
5
月
6
日
、
7
日
、
10
日
、

11
日
、
18
日
、
25
日
で
す
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ

1
34
―
5
4
5
5

◆
体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

11
日
（日）
午
前
8
時
20
分
・
米
子
駅

集
合（
8
時
44
分
発
）・
行
き
先
…

玉
造
温
泉
方
面（
行
程
約
5
㎞
）・

弁
当
持
参
・
運
賃（
大
人
1
3
0
0

円
）・
解
散
予
定
午
後
4
時

◆
女
性
の
美
容
と

体
力
づ
く
り
教
室

13
・
20
日
（火）
、
16
・
23
日
（金）
・

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
・
市
民
体
育

館
・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ジ
ャ
ズ

体
操
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
女
性
の
テ
ニ
ス
教
室

12
日
・
26
日
（月）
午
前
10
時
〜
正

午
・
東
山
庭
球
場
・
雨
天
中
止
・
午

前
9
時
ま
で
に
市
民
体
育
館
へ
問
い

合
わ
せ

◆
ス
ポ
ー
ツ
障
害
相
談
室

24
日
（土）
・
午
後
3
時
〜
5
時
・
ペ

ア
ー
レ
米
子
・
申
込
先
…
22
日
午
後

4
時
ま
で
に
体
育
課（
電
話
可
）

体
育
課
（
1
23
―
5
4
2
6
）

◆
自
然
観
察
会

「
水
鳥
公
園
生
き
物
調
査
隊
」

10
日
（土）
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30

分
・
参
加
無
料
・
申
込
不
要
・
集
合

場
所
…
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー

◆
野
鳥
講
座

「
春
の
大
山
探
鳥
会
」

24
日
（土）
午
前
7
時
〜
正
午
・
先
着

20
名
・
要
申
込
み
・
参
加
無
料
・
集

合
場
所
…
水
鳥
公
園
第
1
駐
車
場

◆
手
作
り
自
然
教
室

「
バ
ー
ド
ペ
イ
ン
ト
に
挑
戦
！
」

29
日（
木
・
祝
日
）午
前
9
時
30

分
〜
午
後
12
時
30
分
・
小
学
生
以
上

先
着
20
人
・
要
申
込
み
※
14
日
か
ら

受
付
・
材
料
費
1
0
0
円
・
会
場
…

米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
子
ど
も
野
鳥
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集
中
！

5
月
16
日
、
6
月
13
日
、
7
月

11
日
の
日
曜
日
・
午
前
10
時
〜
午
後

10：45 11：45

2：00 3：00

3：00

2：00 3：00

2：00

4：00

11：45

＊観覧料金：小中学生50円・大人210円・
幼児無料
（保護者同伴のこと）

＊土曜日は小中学生無料

3
時
・
小
学
生
対
象
先
着
20
人
・
要

申
込
み
・
参
加
費
5
5
0
円
・
身
近

な
自
然
を
楽
し
く
観
察
す
る
企
画

で
す
。

※
4
・
5
月
の
休
園
日
は
、
4
月

6
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日
、
30

日
、
5
月
6
日
、
11
日
、
18
日
、
25

日
で
す
。
5
月
に
は
い
っ
て
か
ら

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
休

ま
ず
開
園
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

1
24
―
6
1
3
9

◆
「
ほ
し
の
ぎ
ん
か
」
お
話
会

1
・
8
・
15
日
（木）
午
前
10
時
40

分
〜
11
時
30
分
・
絵
本
や
紙
芝
居
の

読
み
聞
か
せ
、
手
あ
そ
び
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
・
親
子
読
書
コ
ー
ナ
ー

◆
つ
つ
じ
読
書
会

3
日
（土）
午
後
2
時
〜
4
時
・
塩
野

七
生
著
「
ロ
ー
マ
人
の
物
語
12
迷

走
す
る
帝
国
」
後
半
・
特
設
文
庫

室
※
次
会
は
5
月
1
日
（土）

◆
子
ど
も
読
書
の
日
イ
ベ
ン
ト

23
日
（土）
午
前
10
時
30
分
〜
・
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど

◆
古
文
書
研
究
会

24
日
（土）
午
後
2
時
〜
4
時
・
大
庄

屋
船
越
家
文
書
・
講
師
船
越
元
四
郎

先
生
・
大
会
議
室

※
開
館
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
6

時
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
、
休
館
日
は
、
毎

週
月
曜
日
と
月
末
（
図
書
整
理
）、

※
問
い
合
わ
せ
1
22
―
2
6
1
2



7
日
（水）
、
14
日
（水）
、
23
日
（金）
、
5

月
6
日
（木）
市
役
所
4
0
2
会
議
室
で

開
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜

4
時
。
人
権
擁
護
委
員
と
行
政
相

談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
自
治
振
興
課
1
23
―
5
3
7
2
）

農
地
の
こ
と
で
日
ご
ろ
困
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
農
業
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
　
き

4
月
15
日
（木）
午
前
10

時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
3
時

▼
と
こ
ろ

市
役
所
4
0
2
会
議
室

（
農
業
委
員
会
事
務
局
1
23
―
5
2

7
7
）

農
地
転
用
、
自
動
車
登
録
、
相

続
、
遺
言
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
な

ど
に
関
す
る
無
料
の
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

▼
と

き

毎
月
第
1
土
曜
日
　
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
6
時

▼
と
こ
ろ

米
子
駅
前
サ
テ
ィ
4

階
・
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
会

議
室

▼
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
行
政
書
士

会
西
部
支
部（
1
26
―
1
0
5
5
）

鳥
取
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
、
土
地
の
境
界
、
土
地
分
筆
、
建

物
新
築
な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

4
月
10
日
（土）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時

▼
と
こ
ろ

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

2
階
研
修
室

▼
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
土
地
家
屋

調
査
士
会（
1
0
8
5
7
―
22
―

7
0
3
8
）

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
で
、
経
済
的
に
就
学
さ
せ
る

こ
と
が
困
難
な
人（
生
活
保
護
世
帯

の
方
を
除
く
）に
対
し
て
、
次
の
費

用
を
援
助
し
ま
す
。

●
学
用
品
費
　
　
●
通
学
用
品
費

●
校
外
活
動
費
　
●
学
校
給
食
費

●
修
学
旅
行
費
　

●
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
等

●
医
療
費
（
虫
歯
、
蓄
の
う
症
等
）

在
学
中
ま
た
は
4
月
に
入
校
さ
れ

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、
こ

の
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

各
小
・
中
学
校
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

※
く
わ
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（
1

23
―
5
4
3
1
）ま
た
は
各
学
校
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

5
月
21
日
（金）
か
ら
5
月
29
日
（土）
ま

で
第
44
回
米
子
市
美
術
展
覧
会
を
米

子
市
美
術
館
で
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
方
の
ご
出
品
・
ご
鑑
賞
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
出
品
部
門

洋
画
・
日
本
画
・
書

道
・
写
真
・
工
芸
・
彫
刻

▼
出
品
資
格

市
内
に
お
住
ま
い
の

方
、
市
内
に
お
勤
め
の
方
、
市

内
の
美
術
団
体
に
所
属
し
て
い

る
方
の
い
ず
れ
か
に
限
り
ま
す
。

（
中
学
生
以
下
は
除
く
）

▼
搬
入
日
・
場
所

5
月
16
日
（日）
午

前
10
時
〜
午
後
4
時
・
米
子
市
美

術
館
（
1
34
―
2
4
2
4
）

平
成
16
年
度
の
「
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
」
及
び
「
国
民
健

康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
」
を
3

月
中
に
郵
送
い
た
し
ま
し
た
。
国

民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
の
お
宅
に
届
い
て
い
ま
す

で
し
ょ
う
か
。
転
居
先
不
明
等
で

返
却
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
、
今
一
度
確
認
い
た
だ
き
、
も

し
届
い
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、

至
急
、
保
険
課
国
保
係（
1
23
―
5

1
2
1
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
険
証
と
一
緒
に
「
国

民
健
康
保
険
料
所
得
申
告
書
」
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
提
出
い
た

だ
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
申
告

書
は
国
民
健
康
保
険
料
額
を
適
正
に

算
定
す
る
う
え
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
ま
だ
提
出
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
で
、
退

職
等
に
よ
り
、
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
の
加
入
者
で
な
く
な
っ

た
方
は
国
民
年
金
の
届
出
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
そ
の
方
の
健
康

保
険
証
の
扶
養
に
な
っ
て
い
た

配
偶
者
の
方（
第
3
号
被
保
険
者
）

も
届
出
が
必
要
で
す
。

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
　
②
離
職
票
や
資
格

喪
失
証
明
書
等
、
資
格
の
異
動（
退

職
、
扶
養
は
ず
れ
等
）が
あ
っ
た
日

付
が
確
認
で
き
る
も
の
　
③
印
鑑
　
　

▼
平
成
16
年
度
の
学
生
納
付
特
例

（
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
）の
申
請
を
4
月
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は

5
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
平
成
15
年
度
に
申
請
を

さ
れ
た
方
も
あ
ら
た
め
て
申
請

が
必
要
で
す
。

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は
在

学
証
明
書（
平
成
16
年
4
月
1
日
以

降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）
②
印
鑑

い
ず
れ
の
手
続
き
も
市
民
課
年

金
係（
市
役
所
1
階
⑤
番
窓
口
）で

受
け
付
け
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
市
民
課
年
金
係（
1
23
―
5
1
4

2
）ま
た
は
米
子
社
会
保
険
事
務
所

（
1
34
―
6
1
1
1
）ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

■展示期間 4月14日（水）～
5月10日（月）

午前9時30分～
午後6時

■展示場所 山陰歴史館1階企画
展示室

■公開内容 雛人形、武者人形、
天神、更紗

■観 覧 料 一般：310円（260円）
学生・高校生：150
円（100円）
※（ ）内は20人以上の団体1人あたり
※中学生以下は、無料です。
※高齢の方などの減免措置あり

■4月・5月 4月13日、20日、27日
の休館日 5月6日、11日、18日、25日
■問い合わせ 米子市立山陰歴史館

1 22－7161 FAX 22－7163

春の素鳳展が始まります

武者人形



広報よなご平成16年3月号の12ページに掲載しました「新
修米子市史第12巻資料編絵図・地図」の交換記事について、
改訂版との交換時期を「9月20日から」としていましたが、
「3月20日から」の間違いでした。おわびして訂正いたします。
■問い合わせ 市史編さん事務局（1 22－7208）

平成16年度の市税等の納期は次のとおりです。
忘れずに納めましょう。

■問い合わせ 収税課（1 23－5162）保険課（1 23－5124）

市長と在住外国人の皆さんがひざを交えて意見交換を行
う「市長と語ろうＹＯＮＡＧＯ国際トーキング」を開催し
ます。ふるってご参加ください。
■と　　き 5月20日（木）午前10時30分～
■と こ ろ 市役所4階401会議室
■対　　象 市内にお住まいの外国人の方
■募集人数 20人（定員になり次第締め切ります）
■そ の 他 この国際トーキングは日本語で行います。
■申込・問い合わせ 4月23日（金）までに申込用紙（市民参
画課に備付け）に記入の上、市民参画課（1 23－5374）に。

平成16年4月1日から重度心身障害者の方の次のサービス
の一部負担金が自己負担となります。
■介護保険法による
①訪問介護②訪問リハビリテーション③居宅療養管理指導④通所
リハビリテーション⑤短期入所療養介護⑥介護療養施設サービス
■問い合わせ 保険課医療給付係（1 23－5123）

児童手当制度の改正により、平成16年4月から児童手当
支給対象が小学校第3学年修了前まで拡大されます。新た
に児童手当を受けるためには、児童家庭課で申請手続きを
していただく必要があります。申請の受付は4月末頃から
開始する予定です。くわしくは、各学校や広報よなご5月
号でお知らせします。
■問い合わせ 児童家庭課（1 23－5177）

重度心身障害者（児）の方に、タクシー料金の一部を助成
する利用券を交付します。
■対 象 者本市に住所を有し、身体障害者手帳1級又は2級

をお持ちの方及び療育手帳Ａをお持ちの方（ただ
し、住民税所得割が課税されている世帯を除く）

■助成金額 1回の利用につき500円を助成
（市内のタクシー会社に限ります。）

■タクシー利用券枚数　1人1か月につき4枚発行
■ご 注 意・申請には手帳と印鑑が必要です。

・世帯員の所得により、助成対象とならない場
合があります。

■交付場所・問い合わせ 福祉課（1 23－5153）

◎平成16年度において、ごみ分別収集を変更した点は、次のとおりです。

広報よなご3月号でもお知らせしたとおり、平成16年4月1日から、新たに電気冷凍庫が家電リサイクル法の対象品目とな
りました。平成16年4月1日から、電気冷凍庫は市では収集しませんので、ごみ置場には持ち出さないで下さい。
また、リサイクルプラザでは、平成16年4月1日から電気冷蔵庫及び電気冷凍庫の搬入を受け付けないこととなりました。
お近くの家電小売店に相談していただくか、指定引取場所に直接お持ち込みください。

4月29日（木）のみどりの日に、月曜日・木曜日コースの可燃ごみだけを特別に収集しますので、当日の朝8時30分までに
ごみ置場に持ち出してください。

■問い合わせ 環境政策課（1 23－5300）

ご家庭に1冊！！ごみ分別収集カレンダー・健康ガイドご家庭に1冊！！ごみ分別収集カレンダー・健康ガイド

納付月 科目 期別 納期

5月

6月

固定資産税

軽自動車税

市県民税

１期

全期

１期

16日～31日

16日～30日

7月
固定資産税

国民健康保険料

２期

１期
16日～8月2日

8月
市県民税

国民健康保険料

２期

２期
16日～31日

10月
市県民税

国民健康保険料

３期

４期
16日～11月1日

12月
固定資産税

国民健康保険料

３期

６期
16日～27日

1月
市県民税

国民健康保険料

４期

７期
16日～31日

2月
固定資産税

国民健康保険料

４期

８期
16日～28日

9月 国民健康保険料 ３期 16日～30日

11月 国民健康保険料 ５期 16日～30日



米子市障害者生活支援センターでは、障害当事者同士で、悩
みや不安等を聞き合う「ぴあかんの日」を次のとおり開催します。

※時間は、いずれも午後1時30分～4時30分です。
■対象者　障害があり、ピア・カウンセリングを希望する方
（障害種別は問いません）
■人　数 10人（先着順） ■参加費 200円
■申込み 毎回開催日の2日前までに電話、ファックス、メール

でお申込ください。
■申込・問い合わせ 米子市障害者生活支援センター　

1・FAX 37－2120
メールアドレス　step@sanmedia.or.jp

※戸数　　1戸　　　※入居可能予定日　平成16年5月1日
※住宅構造　高層耐火7階建（1階部分）
※床面積　27.73㎡　※家賃　33,000円

▼入居者の資格
●米子駅前西土地区画整理事業の施行に伴い店舗を失うことに
より店舗に困窮する者。
ただし、上記の者が入居しなかったときは次の条件を具備し
ている人です。

（1）米子市内に住所又は勤務場所を有し、独立の生計を営んで
いること。

（2）公営住宅法施行令に基づき算出された前年の世帯の収入月
額が、20万円（老人、身体障害者その他の特に居住の安定
を図る必要があるものとして同令で定める者にあっては、
268,000円）以下であること。

（3）現に店舗に困窮していることが明らかであること。
▼申込受付期間・場所 4月1日（木）～4月9日（金）市役所建築課
▼申込に必要な書類
住宅申込書、収入に関する証明書、住民票（世帯全員のもの）等
＜住宅申込書などは建築課にあります＞
▼入居選考方法 4月21日（水）公開抽選により選考します。
■問い合わせ 建築課（1 23－5263）

水道の使用量を測る水道メーターは、計量法に基づき定期的
に取り替えており、5月から、米子市で約7,900世帯の水道メー
ターを取り替える予定です。
次のことでご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
●取り替え作業で宅地内に立ち入りますが、ご了承願います。
●不在時は、メーター取替え済のお知らせを郵便受け等に入れます。
●メーター取替え後、一時的に空気や濁り水等が出る場合があ
りますので、水を少し流してください。
●取り替え作業は､水道局指定工事業者が行います。
■問い合わせ 水道局営業課（1 32－6111）

生活排水による河川等の水質汚濁を防止するため、台所や洗
濯、風呂などの生活雑排水と、し尿とを併せて処理する「合併
処理浄化槽」を住宅等に設置される方に、補助金を交付します。
ただし、初めての方に限ります。また、その他にも補助金交付
の条件・補助対象地域の制限等がありますので、詳しくは下水
道部計画課までお問い合わせ下さい。
■補助対象地域 都市計画区域内における湖沼法指定地域・生
活排水対策重点地域等で、公共下水道や農業集落排水の計画、
整備がなされていない地域。
和田・夜見地区の全部と、明道・義方・就将・車尾・
福生東・福米東・福米西・加茂・河崎・住吉・彦名・
崎津・大篠津・富益・成実・尚徳・五千石・巌地区の
それぞれの一部が該当します。

■補助金 合併処理浄化槽の設置に要する費用で、人槽と金額
（限度額）は、次のとおりです。

■申込・問い合わせ 下水道部計画課（1 34－1301）

▼所在地、戸数、規格、家賃 別表のとおり
▼入居者の資格
●米子市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる人。
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある人や婚約者を含む）がある人
（単身向住宅を除く）。ただし、50歳以上の人等（米子市営住宅
条例施行規則第5条第2項第3号又は公営住宅法施行令第6条第1
項の規定に該当する人）は、単身でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合うこと。
●現に、住宅に困窮していることが明らかな人。
※ただし、東町住宅の入居資格については、米子駅前西土地区
画整理事業の施行に伴い住宅を失うことにより住宅に困窮す
る人です。この該当者は、上記の入居資格を満たす必要はあ
りません。ただし、この該当者が入居しなかった場合は、上
記の4つの条件を満たす人であることが必要です。
▼老人等向住宅
60歳以上の方、心身障害者の方につきましては、老人等優
先入居（応募者が1を超えた場合は公開抽選となります）の制
度があります。同居者や障害の等級等の条件がありますので、
お問い合わせください。
▼母子世帯等優先入居
（1）児童福祉法（昭和22年法律第164号）第38条に規定する母子生

活支援施設から退所を要求されているものがあるときは、
これを優先的に入居させることとする。

（2）前号に該当する者がいないときは、その他の母子世帯等を
優先的に入居させることとする。

▼申込受付期間・場所
4月1日（木）～4月9日（金）ただし、日曜日、土曜日を除きます。
市役所建築課
▼申込に必要な書類
住宅申込書、収入に関する証明書、住民票（世帯全員のもの）等
＜住宅申込書などは建築課にあります＞
▼入居選考方法 4月21日（水）公開抽選により選考します。
▼入居可能予定日 平成16年5月1日（土）
●別表

■問い合わせ 建築課（1 23－5263）
※次回の米子市営住宅入居者募集期間：5月6日～14日

4 Ｓ42１０，９００
～１８，０００

簡易耐火
２階建

住宅名 所在地
棟
空家番号

号
構造 部屋数 家賃月額 建築

年度

３ＤＫ

106

52R1

48R1 Ｓ48１０，９００
～１８，１００

中層耐火
４階建 ３Ｋ

304

57R1

Ｓ52１３，４００
～２２，２００

中層耐火
４階建 ３ＤＫ

403 Ｓ57１６，４００
～２７，２００

中層耐火
４階建 ３ＤＫ

304 Ｈ2２２,６００
～３７,５００

高層耐火
８階建 ３LＤＫ

4014R2 Ｈ4１７,２００
～２８,５００

中層耐火
４階建 ２LＤＫ

605 Ｈ9２３,３００
～３８,７００

高層耐火
７階建 ２LＤＫ

博労町
3丁目

博労町
住　宅
河　崎
住　宅 河　崎

青　木
住　宅 永　江

富　益
住　宅 大　崎

富士見町
住　宅 富士見町

錦海町
住　宅

錦海町
２丁目

東　町
住　宅 東　町

老人等向住宅（単身向）

（母子世帯等優先入居）

開催日 場　　　　　所
4月17日 米子コンベンションセンター第6会議室
5月 1日 米子コンベンションセンター第4会議室Ａ
5月15日 米子コンベンションセンター第3会議室

月曜コ－ス
日本・世界の懐かしい歌を楽しく歌います。
毎月第2月曜日・午前10時～11時30分
講師：村尾義晴氏（テキスト代100円）

木曜コ－ス
懐かしい童謡・唱歌から新しい童謡まで歌います。
毎月第4木曜日・午前10時30分～11時30分
講師：古瀬美保子氏ほか（テキスト代100 円）

チャイルド
コ－ス

小さな子どものためのうたを歌います。
毎月第４木曜日・午前11時30分～正午
講師：山石裕子氏ほか（参加無料）

浄化槽の規模

補助金額

5人槽

375,000円

6～7人槽

438,000円

8～50人槽

555,000円

〔 〕

■募集期間 4月1日～翌年2月28日
■参加対象 どなたでも可（中学生以下保護者同伴）
■申 込 み 希望のコ－ス日時を電話で確認のうえ、文化ホー

ルへご来館ください。
■問い合わせ 米子市文化ホ－ル（1 35－4171）
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男性も積極的に台所に立ち、自分の健康管理をしましょ
う。調理実習を中心として、生活習慣病などについての
知識も深める教室です。
■と　　き 5月20日（木）から8回コース（月1回）

午前10：00～午後1：30
■と こ ろ 保健センター（ふれあいの里　3階）

栄養指導室
■対 象 者 一般市民の男性
■募集人数 30人（先着順）
■持 ち 物 エプロン、筆記用具、その他必要なもの
■費　　用 材料費実費（1回　500円程度）
■申込方法 健康対策課まで電話申込み

（1 23－5452～5454）
■申込期限 4月30日（金）
＊申込された方は、当日午前10時までに、ふれあいの里3
階栄養指導室へ直接おこしください。

あなたの生活に運動をとり入れてみませんか？一人ひと
りにあった運動プログラムを処方します。
■と　　き 5／17、5／31、6／14、6／28、7／12、8／2、

8／23、9／13、10／4、10／18の午後、10回
シリーズ

■と こ ろ 保健センター（ふれあいの里　3階）
■内　　容 生活体力測定、運動処方、講演、個別栄養相

談、実技（ウォーキング、ストレッチ・ダン
ベル・チューブ体操、エアロビクス等）

■対 象 者 昨年度基本健康診査を受けられた40歳以上の
方で、次の①～③に該当する方：①コレステ
ロール、血圧、血糖値がやや高め、②体重が
やや多め、③運動習慣がない

■募集人数 50人
■申込方法 4月23日（金）までに、はがきに「住所、氏名、

電話番号、生年月日」をご記入のうえ、下記ま
でお送りください。電話でも受け付けます。
〒683－0811
米子市錦町1丁目139－3
米子市健康対策課
「いきいき健康ライフ教室」担当
（1 23－5452～5454）

※申し込まれた方には、後日くわしい日程をお送りします。

■対象者 平成元年4月1日までに生まれた方（学校や勤
務先で受ける方は除く）
肺がん検診は40歳以上の方

■料　金 レントゲン撮影は無料
「たん」の検査は900円（70歳以上の方と市民
税非課税世帯の方、生活保護世帯の方は無料
です）

※詳しくは地区回覧をご覧ください。

4月21日
（水）
明道

4月23日
（金）
啓成

4月30日
（金）
就将

5月6日
（木）
福生西

5月25日
（火）
義方

5月26日
（水）
義方

時　間検診場所月　日

道笑町3丁目・白根電療院横駐車場

丸合米子南店

午前 9：20～10：20

10：40～11：40

午後 1：30～ 2：30

2：50～ 3：30

明道公民館

とんかつ繁昌亭道笑町店

ふれあいの里

天理教米城分教会（角盤町1丁目）

東保育園

啓成公民館

勝田神社

山陰歴史館前（旧市役所）

口陰田公民館

錦海町・錦海団地集会所

祇園町2丁目・JR社宅集会所

就将公民館

米子駅前サティ正面玄関

目久美神社

福生西2区・八幡美博氏事務所前

福生西6区集会所

米子市観光センター

福生西公民館

福生西1区・石井利明氏宅裏

立町2丁目・鹿島茶店前

角盤町3丁目・ファッションハウスマルコシ駐車場

三本松2区公民館

花園町・喫茶セゾン前

三本松1区・八光ストアー前

旗ヶ崎1区・岡本氏宅前

三本松3区会館

錦町3丁目・西保育園前

義方公民館

午前 9：00～ 9：50

10：10～10：30

10：40～11：00

11：10～11：40

午後 1：30～ 2：30

午前 9：30～ 9：50

10：10～10：30

10：50～11：10

11：20～11：40

午後 1：00～ 1：20

1：40～ 2：00

2：20～ 2：40

午前 9：30～10：10

10：20～10：50

11：00～11：30

午後 1：00～ 1：40

2：00～ 2：10

午後 1：30～ 2：10

2：30～ 2：50

3：10～ 3：30

午前 9：30～ 9：50

10：10～10：50

11：10～11：30

午後 1：00～ 1：20

1：40～ 2：00

2：20～ 3：00



＜＜ポリオと結核予防接種について＞＞
■生まれ月ごとに毎月実施します。
（受けられなかった場合は、次の月以降に受けてください）
■ところ　保健センター（ふれあいの里　3階）
■受　付　午後1：00～2：00（接種開始は1：15）
■母子健康手帳、予診票をお持ちください。
（母子健康手帳がないと受けられません）
■｢予防接種と子どもの健康｣の冊子を読んできてください。

ポリオ（小児まひ）予防接種

1回目

4月28日（水）

5月27日（木）

1回目の接種を受
けていない方は、
下記の日程で1回
目、2回目を受けて
ください。

◎7歳6か月未満で接種を受けていない方も受けてください。
◎6週間以上の間隔をおいて2回飲みます。
（間隔は6週間以上であれば、いくら長くてもかまいません）

結　核　予　防　接　種

ツベルクリン

4月20日（火）

5月26日（水）

Ｂ　Ｃ　Ｇ対象児

H１５年12月生

H１６年 1月生

4月22日（木）

5月28日（金）
◎生後3か月で接種します。
◎4歳未満で接種を受けていない方も受けてください。
◎ツベルクリン（結核に感染しているかどうかの検査）接種
2日後に判定をして、陰性者にＢＣＧを接種します。

■ところ 米子市久米町136番地
（鳥取県西部医師会館内）

■診療日・診療時間
① 日曜、祝日
12月31日～1月3日
午前9：00～午後10：00

② ①以外の日　午後7：00～午後10：00
■問い合わせ 米子市急患診療所（1 34－6253）

鳥取県西部医師会（1 34－6251）

献血にご協力いただける場所である赤十字血液センター
（鳥取大学医学部附属病院内）の開設日が4月から変わりま
す。
■開　設　日 毎週月曜日、水曜日及び第2、第4土曜日

午前9：00～午後4：00
■問い合わせ 健康対策課（1 23－5451）

赤十字血液センター西部出張所（1 34－8158）

■ところ 米子市両三柳104番地1
（鳥取県西部歯科医師会館内）

■診療日・診療時間
休日救急歯科診療
日曜、祝日
8月13日～8月15日、12月30日～1月3日
午前9：00～午後3：00

■問い合わせ 鳥取県西部歯科保健センター
鳥取県西部歯科医師会（1 33－3864）

対象児

H15年 3月生

H15年 4月生

H15年 5月生

H15年 6月生

H15年 7月生

2回目

4月21日（水）

5月25日（火）

6月15日（火）

6月17日（木）

9月28日（火）

高病原性鳥インフルエンザに関する相談窓口が設置され
ましたのでお知らせします。
●人の健康に関する相談窓口
西部福祉保健局（米子保健所）健康支援課予防係
米子市東福原1丁目1－45 1 31－9327
なお、鳥インフルエンザウイルスに感染している鳥

やその疑いがある鳥に触れたり近づいた、または、鳥
インフルエンザが流行している地域で鳥に触れたとい
う方で、インフルエンザなどの症状がある場合は、ま
ず保健所か医療機関に電話でご相談の上、医療機関で受
診してください。
●鳥を飼育されている方の衛生相談窓口
鳥（鶏・アヒル・七面鳥・うずらなど）を飼育されてい
るかたからの衛生相談は、
溝口家畜保健衛生所
日野郡溝口町金屋谷字段ノ原1 1 62－0140
溝口家畜保健衛生所ホームページ
http://www.pref.tottori.jp/chikusan/mizokuchikachiku/



皆
さ
ん
は
、
春
の
七
草
を
全
て

言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
セ
リ
、
ナ

ズ
ナ
、
ゴ
ギ
ョ
ウ
、
ハ
コ
ベ
、
ホ

ト
ケ
ノ
ザ
…
。
こ
れ
ら
は
全
て
、

私
達
日
本
人
が
昔
か
ら
親
し
ん
で

き
た
、
身
近
な
植
物
で
す
。

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
は
、
春
に
な
る
と

米
子
水
鳥
公
園
の
園
路
に
た
く
さ
ん

咲
い
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
春

の
七
草
の
「
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
」
は
、

実
は
「
コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
」
と
い

う
全
く
別
の
種
類
で
す
。

コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
は
花
が
黄
色

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ホ
ト
ケ
ノ

ザ
は
ピ
ン
ク
色
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
春
の
七
草
は
、
い
ず

れ
も
湯
が
い
て
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
ま
す
が
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
は
筋

張
っ
て
い
て
、
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
、
こ
の
よ
う
に
名
前
が
入
れ
替

わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

仏
の
座
（
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
）
と
は
、

仏
像
等
を
据
え
る
台
座
（
蓮
華
座
）

を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

確
か
に
、
今
日
図
鑑
に
載
っ
て
い

る
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
は
、
蓮
華
座
の
よ

う
な
形
で
葉
が
幾
重
に
も
つ
い
て

―
昔
、
あ
る
村
の
若
者
が
隣
村

に
行
っ
て
盗
み
を
し
て
の
戻
り
が

け
、
村
境
に
立
つ
石
地
蔵
さ
ん
に

冗
談
半
分
で
「
地
蔵
さ
ん
、
わ
し

が
泥
棒
し
た
こ
と
を
他
人
に
言
い

な
さ
ん
な
よ
」
と
い
っ
た
。
す
る

と
地
蔵
さ
ん
が
「
わ
し
は
言
わ
ん

が
、
わ
れ
（
お
前
）
こ
そ
言
う
な

よ
」
と
答
え
た
。
び
っ
く
り
し
た

若
者
は
、
村
に
戻
る
と
村
人
に
、
な

ん
と
村
境
の
地
蔵
さ
ん
は
も
の
を

言
い
な
さ
る
、
と
ふ
れ
回
っ
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
人
が
、
そ
げ
な

馬
鹿

ば

か

な
、
と
笑
う
と「
い
ん
や
、
わ

し
が
隣
村
に
行
っ
て
…
」と
、
つ
い

若
者
は
自
分
の
悪
事
を
自
分
で
し
ゃ

べ
っ
て
し
ま
い
、
捕
ま
え
ら
れ
て

し
ま
っ
た
と
や
。
そ
の
昔
こ
ん
ぽ

ち
―「

言
う
な
の
地
蔵
」
と
題
す
る

語
る
に
落
ち
た
昔
話
で
す
。
そ
ん

な
地
蔵
さ
ん
の
霊
験
に
ま
つ
わ
る

話
で
す
。

文
化
10
年（
１
８
１
３
）の
４
月

の
こ
と
で
し
た
。
夜
見
村
の
庄
屋

さ
ん
が
、
突
然
得
体
の
知
れ
な
い

病
気
に
か
か
り
ま
し
た
。
体
が
焼

け
る
よ
う
に
熱
く
な
り
、
熱
湯
の

よ
う
な
汗
が
滝
の
よ
う
に
流
れ
出

ま
し
た
。
体
を
冷
や
す
水
は
す
ぐ

熱
湯
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
病
気

の
苦
し
み
に
う
め
く
声
が
門
の
外

ま
で
聞
こ
え
ま
し
た
。
な
ん
で
だ

ろ
う
か
、
42
才
の
大
厄
年
だ
か
ら

か
、
心
が
け
の
悪
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
の
か
、
い
ろ
い
ろ
思
い
苦

し
み
ぬ
い
て
一
週
間
過
ぎ
た
日
の

夕
方
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
や
っ

て
来
た
老
僧
が
、
庄
屋
の
門
前
に

立
っ
て
、
仏
さ
ん
の
お
題
目
を
大

声
で
唱
え
る
や
い
な
や
消
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
が
あ
っ
た
日
か
ら
病

気
は
ど
ん
ど
ん
良
く
な
り
、
健
康

に
な
っ
た
庄
屋
さ
ん
は
老
僧
が
叫

ん
だ
お
題
目
を
朝
夕
唱
え
て
い
ま

し
た
ら
、
あ
る
夜
、
夢
枕

に
地
蔵
さ
ん
が
立
た
れ
ま

し
た
。
彼
は
有
り
難
く
て

手
を
合
わ
せ
て
拝
み
な
が

ら
も
、
お
顔
を
し
っ
か
り

見
覚
え
ま
し
た
。
記
憶
が

薄
れ
な
い
う
ち
に
と
す
ぐ

に
石
工
さ
ん
を
頼
ん
で
、

夢
に
見
た
お
顔
に
似
せ
て

石
の
地
蔵
さ
ん
を
彫
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
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こ
の
夜
見
地
蔵
さ
ん
で
、
台
座
の

銘
文
に
よ
り
ま
す
と
文
化
12
年
７

月
24
日
に
建
っ
て
い
ま
す
。

大
正
11
年
に
な
っ
て
、
こ
の
地

蔵
さ
ん
は
縁
結
び
・
歯
痛
・
腰
痛
な

ど
に
霊
験
が
あ
る
と
う
わ
さ
が
立

ち
、
爆
発
的
に
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
新
聞
に
よ
り
ま
す
と
、
急

ご
し
ら
え
の
自
転
車
置
場
が
数
か

所
で
き
、
露
店
が
軒
を
並
べ
、
参

拝
者
休
憩
所
が
で
き
る
大
に
ぎ
わ

い
に
な
り
、
遂
に
は
地
蔵
さ
ん
の

前
で
踊
り
狂
い
、
む
し
ろ
を
敷
い

て
「
お
籠こ

も

り
」
と
称
し
て
一
晩
泊

ま
り
込
む
若
者
た
ち
が
現
れ
る
騒

ぎ
に
な
っ
た
、
と
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ほ
ど
の
大
騒
ぎ
の
熱
も
間
も
な

く
す
っ
か
り
冷
め
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
お

地
蔵
さ
ん
の
一
番
の
霊
験
は
「
熱

冷
ま
し
」
か
も
知
れ
ま
せ
ん
な
。

市
文
化
財
保
護
審
議
委
員

川
上
　
廸
彦

お
り
、
コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
よ
り
も

そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
植
物
に
見

え
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
ホ
ト
ケ
ノ

ザ
」
と
い
う
名
前
が
人
か
ら
人
へ

と
伝
え
ら
れ
る
間
に
、
い
つ
の
間

に
か
名
前
が
置
き
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。昔

は
、
植
物
の
名
前
は
人
か
ら

人
へ
と
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
も
の

だ
っ
た
の
で
、
種
類
名
が
こ
の
よ

う
に
変
化
し
た
り
、
な
く
な
っ
た

り
し
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

近
年
は
農
地
開
発
や
環
境
の
変
化
に

よ
り
、
こ
の
よ
う
な
身
近
な
植
物

自
体
を
見
か
け
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。日

本
の
文
化
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
春
の
七
草
が
、
名
前
だ
け
で

な
く
本
当
に
な
く
な
っ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
も
の

で
す
。

米
子
水
鳥
公
園
指
導
員

神
谷
　
要


